
問

地
域
公
共
交
通
が
衰

退
し
、
自
家
用
車
を
利
用

で
き
な
い
「
移
動
制
約
者
」

が
増
加
し
て
い
る
。

過
去
５
年
間
の
自
動
車

運
転
免
許
返
納
者
数
は
、

令
和
元
年
が
６
９
５
人
、

２
年
が
６
３
４
人
、
３
年

が
５
６
７
人
、
４
年
が
５

０
９
人
、
５
年
が
４
８
４

人
と
、
減
少
傾
向
と
な
っ

て
い
る
。

本
市
で
は
、
令
和
４
年

月
か
ら
庄
内
交
通
の
市

10内
循
環
バ
ス
が
運
行
を
開

始
し
、
利
用
者
は
再
編
前

と
比
べ
て
５
倍
に
増
加
し

た
。一

方
で
、
バ
ス
停
か
ら

遠
く
離
れ
て
い
る
市
民
か

ら
は
、
バ
ス
の
運
行
を
求

め
る
声
も
出
さ
れ
て
い

る
。ま

た
、
バ
ス
停
へ
の
ベ

ン
チ
の
設
置
や
、
始
発
と

最
終
時
刻
の
延
長
を
求
め

る
声
も
出
さ
れ
て
い
る
。

朝
日
・
大
鳥
地
域
か
ら

は
、
市
内
で
の
滞
在
時
間

が
２
時
間
程
度
と
短
く
、

買
い
物
や
通
院
な
ど
、
利

便
性
の
向
上
を
求
め
る
声

も
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
市
民
の
声
に

ど
う
答
え
る
か
。

地
域
公
共
交
通
計
画
の

次
期
計
画
に
つ
い
て
、
市

民
の
声
を
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

企
画
部
長

バ
ス
路
線
や

ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
は
、
利

用
実
績
や
様
々
な
意
見
を

基
に
、
市
地
域
公
共
交
通

会
議
に
図
り
、
変
更
し
て

い
る
。

市
民
の
声
に
つ
い
て

は
、
バ
ス
事
業
者
と
共
有

し
た
上
で
実
行
可
能
性
の

判
断
や
、
補
助
施
策
の
拡

充
、
代
替
輸
送
手
段
の
構

築
な
ど
の
観
点
か
ら
、
協

議
す
る
必
要
が
あ
る
。

バ
ス
事
業
者
は
、
人
件

費
や
燃
料
費
の
上
昇
に
加

え
、
運
転
手
不
足
と
言
っ

た
課
題
が
あ
り
、
大
変
厳

し
い
経
営
状
況
に
あ
る
と

伺
っ
て
い
る
。

地
域
公
共
交
通
計
画

は
、
現
状
把
握
や
課
題
の

洗
い
出
し
を
実
施
す
る
。

公
共
交
通
の
充
実
が
必

要
な
地
区
や
、
需
要
に
あ

っ
た
適
切
な
輸
送
量
を
明

ら
か
に
し
、
適
切
な
配
分

を
目
指
す
。

問

令
和
７
年
度
の
新
規

事
業
に
な
っ
て
い
る
「
タ

ク
シ
ー
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
実

証
事
業
」
に
つ
い
て
、
事

業
の
概
要
と
期
待
さ
れ
る

効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
部
長

朝
晩
の
タ
ク

シ
ー
が
捕
ま
ら
な
い
と
い

う
声
を
受
け
、
市
内
の
タ

ク
シ
ー
事
業
者
か
ら
利
用

状
況
を
聞
き
取
っ
た
。

高
齢
者
の
朝
８
時
か
ら

時
ま
で
の
通
院
利
用
が

11極
端
に
多
く
、
時
に
は
依

頼
を
受
け
き
れ
な
い
時
も

あ
る
反
面
、
昼
前
か
ら
16

時
頃
ま
で
は
比
較
的
利
用

が
少
な
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。更

に
働
き
方
改
革
に
よ

り
、
運
転
手
の
労
働
時
間

が
短
縮
さ
れ
、
需
要
の
多

い
午
前
中
に
運
転
手
を
配

置
す
る
と
、
夕
方
以
降
の

運
転
手
が
不
足
し
、
夜
間

の
配
車
が
難
し
く
な
る
こ

と
も
分
か
っ
た
。

よ
っ
て
、
運
転
手
の
配

置
の
後
ろ
倒
し
に
つ
な
が

る
対
策
が
必
要
と
な
る
。

実
証
事
業
は
、
酷
暑
が

予
想
さ
れ
る
７
月
か
ら
９

月
ま
で
の
３
ヶ
月
間
、
市

内
在
住
の

歳
以
上
の
高

70

齢
者
と
妊
婦
が
、
需
要
の

少
な
い

時
か
ら

時
ま

11

16

で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る

際
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
を
１

割
引
に
し
、
そ
の
分
を
市

が
補
填
す
る
事
業
で
あ

る
。

NO.２４４０
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鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例
会
７
日
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
長
谷
川
剛
議
員
が
、、
①
生
活
交
通
の
確
保

②
若
者
の
地
元
定
着
に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

地
域
公
共
交
通
計
画
市
民
の
声
ど
う
反
映

ि
ଆ
я
׮
Ђ
ؙ
Ơ
੒
̇
ϲ
ও
ž
ܺ
ֽ

▽

日
に
荘

12
内
看
護
専
門

学
校
の
新
校

舎
開
校
式
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
新

つ
る
お
か
で

報
告
が
あ
っ

た
通
り
、
今

年
度
か
ら
定

員
を

人
か

20

ら

人
に
拡
大
し
ま
す
。
初
年
度
に
定

30
員
を
上
回
る
入
学
生
を
確
保
で
き
た
こ

と
は
関
係
者
の
方
々
の
大
変
な
努
力
の

賜
で
す
。

私
は
、２
０
１
１
年
３
月
市
議
会
で
、

定
員
拡
大
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
提
起
、
榎
本
市
長
（
当
時
）
は

「
校
舎
の
施
設
面
と
ソ
フ
ト
面
で
課
題

が
あ
り･･

現
段
階
で
の
定
員
の
増
加
は

難
し
い
」（
要
旨
）
と
答
弁
。

し
か
し
そ
の
後
も
、
２
０
１
４
年
12

月
の
最
後
の
一
般
質
問
ま
で
４
回
、
定

員
問
題
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

▽
２
０
１
７
年
の
市
長
選
に
立
候
補
し

た
皆
川
現
市
長
が
定
員
拡
大
を
公
約
し

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
３
年
生
の
専
門

学
校
の
入
学
者
が
年
々
減
少
す
る
厳
し

い
状
況
が
進
行
。
そ
う
い
う
中
で
、
現

市
議
団
全
員
が
様
々
な
機
会
に
こ
の
問

題
を
取
り
上
げ
て
後
押
し
し
ま
し
た
。

▽
私
は
、
県
議
会
で
も
県
内
看
護
学
校

の
定
員
拡
大
に
取
り
組
み
、
そ
の
中
で

社
会
人
と
男
性
の
受
け
入
れ
拡
大
を
図

る
事
を
提
案
、
鶴
岡
市
に
も
提
言
し
て

き
ま
し
た
。
県
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
検

討
・
研
究
し
、
今
年
度
は
男
子
高
校
生

を
重
視
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
ま
す
。

荘
内
看
護
専
門
学
校
の
今
年
度
入
学
生

で
も
男
性
３
、
社
会
人
２
と
の
こ
と
。

▽
私
は
開
校
式
に
は
、
先
約
が
あ
っ
て

残
念
な
が
ら
出
席
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
感
慨
ひ
と
し
お
で
し
た
。

（
県
議

関

徹
）

問

日
本
財
団
が
昨
年
秋

に
実
施
し
た

歳
意
識
調

18

査
は
、「
価
値
観
・
教
育
」

を
テ
ー
マ
に
実
施
さ
れ
、

そ
の
結
果
が
今
年
１
月
に

公
表
さ
れ
た
。

「
大
学
進
学
予
定
か
ど

う
か
」
で
は
、
東
京
・
大

進
学
・
就
職
で
都
会
に
出
て
戻
ら
な
い

阪
・
名
古
屋
の
３
大
都
市

圏
中
心
部
や
そ
の
周
辺
部

で
は
、
８
～
９
割
に
上
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
地
方

圏
や
周
辺
部
で
は
７
割
を

下
回
っ
て
い
る
。

山
形
県
は
、

％
の

61

43

位
だ
っ
た
。

(

２
面
に
つ
づ
く)



（
１
面
の
つ
づ
き
）

ま
た
、
「
将
来
、
育
っ

た
街
で
暮
ら
し
た
い
か
」

と
い
う
問
い
に
、
３
大
都

市
圏
で
は
「
暮
ら
し
た

い
」
、「
ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
暮
ら
し
た
い
」
が

～
70

％
を
占
め
て
い
る
の
に

80対
し
、
山
形
県
は

％
で

44

位
だ
っ
た
。

42
更
に
、
「
自
分
が
就
き

た
い
仕
事
が
あ
る
か
」
の

問
い
で
は
、「
同
意
す
る
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
同
意

す
る
」
が
山
形
県
で
は
合

わ
せ
て

％
と
、
全
国
最

49

下
位
の
結
果
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら

も
、
地
方
出
身
者
の
多
く

が
都
会
へ
、
大
学
進
学
や

就
職
で
出
た
ま
ま
戻
ら
な

い
傾
向
が
続
き
、
都
会
へ

の
あ
こ
が
れ
と
同
時
に
、

地
方
に
対
す
る
閉
塞
感
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。私

立
大
学
の
初
年
度
納

付
金
は
平
均
で
約
１
４
８

万
円
、
国
立
大
で
も
約
82

万
円
で
あ
る
。

ア
ル
バ
イ
ト
と
貸
与
奨

学
金
な
し
に
学
生
生
活
が

成
り
立
た
な
い
状
況
が
〝

当
た
り
前
〟
に
な
っ
て
お

り
、
学
生
の
３
人
に
１
人

が
貸
与
奨
学
金
を
借
り
て

い
る
。

平
均
で
３
０
０
万
円
の

奨
学
金
と
い
う
「
借
金
」

を
か
か
え
て
社
会
に
出
ざ

る
を
え
な
い
状
況
で
、
若

い
世
代
の
抱
え
る
奨
学
金

返
済
額
は

兆
円
に
も
の

10

ぼ
る
。

地
方
か
ら
都
市
部
の
大

学
へ
の
進
学
は
、
学
費
や

生
活
の
面
で
も
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
、
奨
学
金
の
返
済

が
始
ま
る
と
、
賃
金
の
面

で
都
市
部
と
地
方
と
の
差

が
あ
り
、
戻
り
た
く
て
も

条
件
が
悪
い
こ
と
も
拍
車

を
か
け
て
い
る
。

日
本
財
団
の
若
者
意
識

調
査
の
結
果
に
関
す
る
所

感
と
、
本
市
の
若
者
の
地

元
定
着
へ
の
支
援
策
に
つ

い
て
伺
う
。

企
画
部
長

本
市
が
令
和

５
年
７
月
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
と
比
較
し
て
も

同
じ
様
な
傾
向
だ
。

回
答
者
の
８
割
が
地
元

に
愛
着
が
あ
る
も
の
の
、

４
割
は
将
来
的
に
は
鶴
岡

以
外
に
住
み
た
い
と
回
答

し
た
。

そ
の
理
由
は
、
魅
力
的

な
企
業
産
業
、
職
業
が
少

な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

働
く
場
の
確
保
に
対
す
る

支
援
が
重
要
だ
。

本
市
で
は
、
小
中
学
生

か
ら
企
業
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
実
施
し
、
市
内
企
業
の

見
学
会
や
職
場
体
験
を
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
高
校
生
に
は
地

元
企
業
を
紹
介
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

市
の
「
正
社
員
化
促
進

事
業
奨
励
金
」
の
活
用
に

よ
る
待
遇
改
善
な
ど
、
地

元
企
業
の
採
用
率
向
上
の

取
組
に
支
援
し
て
い
く
。

問

「
つ
る
お
か
エ
ー
ル

奨
学
金
返
済
事
業
」
の
利

用
状
況
は
ど
う
か
。
更
な

る
拡
充
」
は
検
討
し
て
い

る
か
。

企
画
部
長

こ
れ
ま
で
の

応
募
者
数
の
累
計
は
２
５

７
人
で
、

人
が
本
市
の

67

事
業
所
に
就
職
し
た
。
こ

の
う
ち
、

人
が
女
性
だ
。

47

業
種
別
で
は
、
医
療
福

祉
関
連
に
就
職
し
た
人
が

約
半
数
と
な
っ
て
お
り
、

医
療
系
、
介
護
系
、
保
育

系
の
人
材
確
保
に
貢
献
し

て
い
る
。

支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

は
、
荘
内
病
院
へ
就
職
し

た
看
護
師
を
新
た
な
対
象

に
し
て
い
る
。

ま
た
、
県
に
対
し
て
支

援
額
の
拡
充
を
要
望
し
て

い
る
。

問

出
生
数
が
減
り
、
人

口
減
少
社
会
に
な
っ
た
要

因
は
、
労
働
法
制
の
規
制

緩
和
に
よ
る
非
正
規
雇
用

の
増
大
や
、
教
育
費
を
は

じ
め
子
育
て
へ
の
重
い
経

済
的
負
担
が
あ
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
遅

れ
な
ど
、
く
ら
し
と
権
利

を
破
壊
す
る
政
治
が
、
子

ど
も
を
産
み
、
育
て
る
こ

と
を
困
難
な
社
会
に
し
て

し
ま
っ
た
と
考
え
る
。

子
ど
も
を
産
む
、
産
ま

な
い
、
い
つ
何
人
産
む
か

を
自
分
で
決
め
る
こ
と

は
、
大
切
な
基
本
的
人
権

で
あ
る
。

「
少
子
化
対
策
」
と
称
し

て
、
個
人
の
尊
厳
と
権
利

を
軽
視
し
、
若
い
世
代
や

女
性
に
社
会
的
に
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
か
け
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。多

様
な
家
族
の
あ
り
方

や
シ
ン
グ
ル
な
ど
、
ど
ん

な
生
き
方
を
選
択
し
て
も

個
人
の
尊
厳
と
権
利
が
尊

重
さ
れ
る
社
会
に
す
る
必

要
が
あ
る
。

鶴
岡
市
が
県
に
対
し
て

提
出
す
る
「
令
和
８
年
度

重
要
事
業
要
望
」
に
つ
い

て

日
、
議
会
に
説
明
が

14
あ
り
ま
し
た
。

総
要
望
件
数
は
、
前
年

度
か
ら
２
件
増
え

件
63

で
、
内
訳
は
新
規
４
件
、

廃
止
２
件
で
す
。

新
規
項
目
４
件
は
、

①
米
国
に
よ
る
相
互
関
税

措
置
等
へ
の
対
応

②
水
田
政
策
の
見
直
し

③
不
登
校
児
童
生
徒
支

援④
訪
問
介
護
事
業
所
の

人
材
確
保
。

不
登
校
児
童
生
徒
が

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
設
置
・
拡
充
を
求
め

て
い
ま
す
。

廃
止
項
目
２
件
は
、

①
水
田
農
業
の
振
興

②
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
日
欧
Ｅ
Ｐ

Ａ
、
日
米
貿
易
協
定
（
農

林
水
産
業
分
野
）
発
効
へ

の
対
応
。

党市議団の憲法街宣
５月３日（土）

9:30 Ａコープ藤島
10:00 こぴあ

10:40 水沢７号線
11:10 コープあおやぎ前
11:30 コープ千石前

第

回
メ
ー
デ
ー
鶴

96
岡
田
川
地
区
集
会

５
月
１
日

午
前
９
時

分
30

鶴
岡
公
園
疎
林
広
場

移
転
新
築
し
た
市
立
荘

内
看
護
専
門
学
校
（
鈴
木

聡
校
長
）
の
開
校
式
が
12

日
行
わ
れ
、
党
市
議
団
４

人
も
出
席
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
の
入
学
者

は

人
に
な
り
ま
し
た
。
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